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【全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙調査（図２・３）】

⃝ 平均正答率（図１）
　小学校では、国語、算数、理科の平均正答率は全国平
均を大きく下回りました。一方、中学校では３教科とも
ほぼ全国水準です。
⃝ 学習や生活の様子（図２・3）
　「小学生の平日 TV ゲーム等をする時間」が県や全国よ
りもかなり多く、生活のリズムをつくることや家庭学習
の習慣化に支障をきたしています。
　また、自己有用感　が小学生では全国に比べ低い傾向
が見られます。子どもの言動ややる気など、活動の大切
な要素としてさらに高めていくことが大切です。
　「学校は楽しい」と肯定的に回答する児童生徒の割合は
全国と比べて高く、市の取組の成果も見られますが、自
分と違う意見など、考え方や価値観の違いを認め合える
豊かな人間性を育む必要があると考えています。
　「図 2 教科の勉強が好き」の項目では、小学校の算数、
理科で全国よりも低く、国語で高い傾向にあります。
　魚沼市では、温かい学級づくりに力を入れています。
様々な考えを認め合う学級、様々な違いを認め合う授業
づくりという基盤を構築し、子どもが多様な考え方に触
れ、相手を尊重し、協働してよりよい解決に導いていこ
うとする力の育成を重視しています。

⃝ 学習全般
　基礎基本の獲得は概ねよい状況ですが、定着に課題がみら
れます。学んだことを複数の情報と関連付けて考え、判断・
表現したり、教科で身に付けた知識や技能を新たな問題の解
決に生かしたりするなど、応用力の育成が引続き課題です。
⃝ 国語
　互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考
えをまとめる活動や文章や叙述の効果に対する感想や意見を
伝え合うことを通して、よりよい表現や受け止めができるよ
うに取り組んでいきます。
⃝ 算数・数学
　個別学習と協働学習の場の行き来を大切にし、自分の考え
を根拠を基にまとめていく過程を一層大切にし、児童生徒一
人ひとりが、学習したことを日常の経験や事象と関連付け、

「できる」→「分かる」→「使える」など納得感ある活動を
大切にしていきます。
⃝ 理科
　子ども同士の話合いの過程を大切にし、協働して問題を解
決していく授業の実施に力を入れていきます。さらに小学校
では、実験の予想やまとめ、新たな疑問を自分の言葉で記述
する活動を重視していきます。

　市が進めている「多様性を包含する学級づくり」を通
して、児童生徒一人ひとりに豊かな感性や人間性を育む
教育をコミュニティ・スクールと連動し、地域全体で子
どもを育てることが大切です。
　家庭では、毎日の生活が規則正しく習慣化できるよう、
子どもとの約束を確認し必ず実行していくように見守っ
てほしいと思います。
　日頃からの子どもとのコミュニケーションを一層大切
にしていただくよう、ご協力をお願いいたします。

平均正答率及び学習状況平均正答率及び学習状況 今後の学力向上の取り組み今後の学力向上の取り組み

学校・家庭・地域との連携学校・家庭・地域との連携

魚沼の魚沼の子ども子どもたちのたちの学習学習の様子の様子
～ 全国学力・学習状況調査から ～～ 全国学力・学習状況調査から ～

　　今年度の全国学力・学習状況調査の結果が 7 月 28 日に公表されました。その結果から見られる
魚沼市の小中学生の主な学力・学習状況と今後の学力向上の取り組みについてお伝えします。

（写真：小出中学校３年生）
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図１　教科別の平均正答率での全国との比較（全国＝ 100）
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図 3　小中学生の意識の全国との比較（全国＝ 100） 中 3小 6
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★平日、1日当たり TVゲーム等を２時間以上する
朝食を毎日食べている

国語の授業内容はよく分かる
難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している

学校に行くのは楽しい
毎日、同じくらいの時刻に寝ている

人の役に立つ人間になりたい
先生はあなたのよいところを認めてくれている
自分と違う意見について考えるのは楽しい

理科の授業内容はよく分かる
将来の夢や目標を持っている

平日、１時間以上家庭学習をしている
算数・数学の授業内容はよく分かる

自分にはよいところがある

（※）

（※）他者や社会から必要とされていると感じる力であり、社会性の基礎 図２　教科の勉強が好き　対全国比（全国＝ 100）
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「小出インターチェンジ」 から

魚沼魚沼インターチェンジインターチェンジ

 　「魚沼市」はコシヒカリのブランド米産地として、全国的に
高い認知度を誇っているものと自負しておりますが、一方で他
県から本市を訪れようとするお客様にとっては、高速道路や鉄
道で魚沼市の位置が分かるインターチェンジや駅の表示（名称）
とされていないことから、私はかねてより観光誘客や産業活動
を発展させるうえで、市内インターチェンジの名称に「魚沼」
の文字を入れたいとする強い想いを抱いております。
　また、市制施行 18 年目を迎えましたが、市内の更なる一体
感の醸成と郷土愛を深めていただく契機として、「小出インター
チェンジ」を「魚沼インターチェンジ」に変更し、地域の発展
を推進してまいりたいと考えております。
　このように、本市の交通要所に「魚沼」の文字が入り、地図
に表示されることは、将来を見据えた中で必要不可欠なもので
あると思っております。
　なお、名称を変更する時期については、市制施行 20 年目に
あたる令和６年を目指して検討を進めてまいります。

名称変更を検討しています

市民の皆様への意向確認について

　「小出インターチェンジ」から「魚沼インターチェンジ」への名称変更については、多くの市民の皆様か
ら賛同いただき進めたいと考えております。つきましては、お考えを伺うためのアンケート調査を実施いた
しますので、ご協力をお願いいたします。

名称変更に必要な費用と期待される経済波及効果について

　インターチェンジの名称変更に係る標識等の変更費用は約３億円となる見込みです。
　また、この名称変更によりもたらされる経済波及効果は市の調査により、直接効果と間接波及効果をあわ
せて約 16 億円と試算しております。

魚沼市長　内田 幹夫

へ

◇対象者　市に住民登録がある 15 歳以上の人　3,000 人（無作為抽出）
◇内　容　名称変更に賛成かどうかの意向を確認させていただきます。
◇期　間　11 月下旬～ 12 月中旬 ( 予定 )
◇その他　対象者に調査票を郵送しますので、アンケートにご回答いただき郵便ポストへ投函してください。
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